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１-１．鹿島系統の運用容量（現状／常時） 2

 鹿島線の安定度制約から，運用容量を決定
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275kV
東京北線

275kV 鹿島線(80km)

変電所

架空送電線

発電所

地中送電線



秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2020.1.24

１-２．鹿島系統の運用容量（現状／作業停止時） 3

 費用対便益評価に用いる設備停止期間中の運用容量は，設備容量や過去の運用容
量設定実績を踏まえ，以下のとおり設定

• 鹿島線1回線停止： 153.3万kW（夏季1回線設備容量）

• 鹿島線2回線停止： 151.9万kW［下記参照］

＜鹿島線2回線停止時の対応例を元にした運用容量設定の考え方＞

 鹿島線で送電している発電力を佐京系統へ切替［下図］

 事故電流面の制約（系統に連系する電源量で決まる制約）を解消するために，
系統状況に応じて，最大で出力138.1万kWの電源が系統から解列する必要

 上記の138.1万kWが運用容量減少分と仮定して，290-138.1=151.9万kWと設定

常総

筑波南

鹿島

新佐原
新京葉

新筑波

新野田

佐京系統

鹿島系統

500kV
新京葉線

新古河

北東京
275kV
東京北線

275kV 鹿島線(80km)
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１-３．鹿島系統の設備等諸元 4

 熱容量制約

• ACSR410mm2×4の2回線 ⇒ 夏季・冬季の設備容量：306.6・359.4万kW/2回線

 安定度制約

• 290万kW（290万kW以上の潮流が流れている状況で鹿島線にN-1事故が発生す

ると，一部の電源遮断を考慮しても，鹿島系統の電源が運転継続不可）

 上記のうちより過酷な安定度制約をもって，常時の運用容量を設定

⇒ 290万kW

夏季：4～10月、冬季：11～3月
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１-４．鹿島系統の運用容量と実績潮流 5
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①常時（290万kW）

②鹿島線1回線停止時（153.3万kW）

③鹿島線2回線停止時（151.9万kW）

万kW

運用容量実績潮流(2018年度)

①常時（290万kW）

鹿島線事故時の安定度制約から設定

②鹿島線1回線停止時（153.3万kW）

鹿島線の1回線設備容量(10月:夏季)から設定

③鹿島線2回線停止時（151.9万kW）

佐京系統との併用運転における事故電流制約から設定

夏季 冬季
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２-１．港北系統の運用容量（現状／常時） 6

 港北線の熱容量制約から，運用容量を決定

西東京

港北

275kV港北線(17km)

275kV港北線
運用容量：306.6万kW(夏季)，349.7万kW(冬季)
(決定要因：熱容量、N-1電制考慮 ⇒ 2回線設備容量)
※ 夏季：4～10月，冬季：11～3月
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２-２．港北系統の運用容量（現状／作業停止時） 7

 費用対便益評価に用いる設備停止期間中の運用容量は，設備容量を踏まえ，以下
のとおり設定

• 港北線1回線停止： 153.3万kW（夏季1回線設備容量）
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 熱容量制約*

• ACSR410mm2×4の2回線（全線17km中の内11km）

⇒ 夏季・冬季の設備容量：306.6・359.4万kW/2回線

• TACSR680mm2×2の2回線（全線17kmの内6km）

⇒ 夏季・冬季の設備容量：330.4・349.7万kW/2回線

* 実運用においては，時間帯別の日射量・外気温に基づいた運用容量を設定しているが，費用対

便益評価用には上述の熱容量制約を設定

 熱容量制約をもって，常時の運用容量を設定

⇒ 夏季306.6万kW，冬季349.7万kW（港北線N-1事故時の安定度制約は左記を上回る）

２-３．港北系統の設備等諸元 8

夏季：4～10月、冬季：11～3月
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２-４．港北系統の運用容量と潮流実績 9
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①常時冬季（349.7万kW）

②常時夏季（306.6万kW）

③港北線1回線停止時（153.3万kW）

万kW

運用容量実績潮流(2018年度)

①常時冬季（349.7万kW）

港北線の2回線設備容量から設定

②常時夏季（306.6万kW）

港北線の2回線設備容量から設定

③港北線1回線停止時（153.3万kW）

港北線の1回線設備容量(5月:夏季)から設定

夏季 冬季
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３-１．那珂系統の運用容量（現状／常時） 10

 那珂線の熱容量制約から，運用容量を決定

那珂系統

新筑波
那珂

常磐

新茂木

変電所

架空送電線

発電所

佐京系統

275kV那珂線+154kV筑南線
運用容量：592万kW(夏季)，621万kW(冬季)
(決定要因：熱容量、N-1電制考慮 ⇒ 1回線短時間容量)
※夏季：4～10月，冬季：11～3月
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３-２．那珂系統の運用容量（現状／作業停止時） 11

 費用対便益評価に用いる設備停止期間中の運用容量は，設備容量やループ運用に
おける机上潮流計算に基づく那珂線・154kV送電線への分流比を踏まえ，以下の
とおり設定

• 那珂線1回線停止： 260万kW

• 154kV送電線1回線停止： 531万kW
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 熱容量制約

• TACSR810mm2×4の2回線（275kV那珂線）

⇒ 夏季・冬季の設備容量：653.0・702.8万kW/2回線

夏季・冬季の短時間容量[N-1事故で適用]：366.8・388.2万kW/1回線

• TACSR1,520mm2×1の2回線（154kV筑南線）

⇒ 夏季・冬季の設備容量：150.6・159.2万kW/2回線

夏季・冬季の短時間容量[N-1事故で適用]：87.0・90.5万kW/1回線

 275kV那珂線と154kV筑南線がループ系統の構成となっている中，ループ系統内の

潮流計算に基づき，最過酷となる那珂線N-1事故時（電制考慮）における那珂線

残回線の熱容量制約をもって，運用容量を設定

⇒ 夏季592万kW, 冬季621万kW（那珂線N-1事故時の安定度制約も同等程度）

３-３．那珂系統の設備等諸元 12

夏季：4～10月、冬季：11～3月
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３-４．那珂系統の運用容量と想定潮流 13
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①常時冬季（621万kW）

②常時夏季（592万kW）

③154kV送電線1回線停止時
（531万kW）

万kW

運用容量想定潮流※

①常時冬季（621万kW）

那珂線N-1事故時（電制考慮）における那珂線の冬季1回線短時間容量から設定

②常時夏季（592万kW）

那珂線N-1事故時（電制考慮）における那珂線の夏季1回線短時間容量から設定

③154kV送電線1回線停止時（531万kW）

那珂線N-1事故時（電制考慮）における那珂線の夏季1回線短時間容量から設定

④那珂線1回線停止時（260万kW）

那珂線残回線事故時のUFR動作を回避する観点から設定（154kV送電線とのループ解除の前提）

夏季 冬季
※ 簡易的に計算した空容量ゼロの想定潮流

（実績潮流に運用容量と実績最大の差分を加算したもの）

④那珂線1回線停止時（260万kW）


